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１．目的 

 森林生態系の炭素収支に関わる観測研究は、陸域生態系のCO2収支を評価しこれを国別排出量に反

映させようとする温暖化防止京都会議(COP3)以降の社会的要請にてらして重要であり、さらに近年

フルカーボンアカウンティングが議論されていることを背景に、森林生態系プロセスに則した炭素

収支量の評価が求められている。本研究では、タワーフラックス観測サイトにおける森林―大気間

のCO2フラックス観測に加えて、樹体や土壌など群落構成要素のCO2フラックス測定を行い、群落内炭

素プロセスを解明するとともに、観測データをデータベース化する。現有の群落微気象をベースに

したモデルを改良して、群落炭素収支パラメタリゼーションの検証を行う。これにより、タワーフ

ラックス観測を中心とした森林生態系スケールの炭素収支研究を深化させる。 

 
２．全期間における研究成果の概要 

 森林型の異なる国内５カ所に設置されたタワーフラックス観測サイトにおいて森林群落の

正味CO2交換量を継続観測し、摩擦速度しきい値、CO2フラックスの高周波補正などの観測精度

向上に関する手法を確立した。樹冠におけるCO2収支と幹呼吸に関して、ブナ成木の樹冠表層

葉の陽葉と下部の陰葉の形態的、生理的特性を明らかにするとともに、幹呼吸速度に及ぼす要

因を定量的に解析して、温度および蒸散流速によるパラメータ化を行った。アカマツ成木の樹

幹呼吸速度について、幹温度との関係が指数近似できることを示した。また、観測値と群落多

層モデルの結果を比較し、定量評価法の妥当性を検証した。生態系としてのCO2収支に大きな

影響を与える土壌呼吸に関しては、呼吸速度が主に地温で決まり、夏に最大値を示す一山形の

季節変化を示すことや、土壌水分低下による土壌呼吸速度の低下が認められることを示した。

夏季の最大土壌呼吸速度は東北、九州で 0.6 mg CO2 m-2 s-1程度であり、九州の冬季は 0.01 mg 
CO2 m-2 s-1程度であった。各サイトでの観測データをデータベース化して、森林タイプや気候

が森林の純生産量の変動に及ぼす影響を総合的に解析し、純生産量年々変動に与える影響は、

呼吸量より吸収量の変動の寄与が大きいことなどを明らかにした。 
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５．評価結果の概要 

 全国に長期フラックス観測のネットワークを構築したことが、本課題の一つの大きな成果である。

地形や植生の不均一さや大気環境等の制約の中で、生態系構成要素のフラックス観測やモデル化を

援用しながら、生態系－大気間のCO2フラックスについて信頼性の高いデータを蓄積し、各観測サイ

トでのフラックスの年変動要因の解析が行えるレベルに到達したことは高く評価できる。今後さら

に精度を高め、サイト間のより詳細な相互比較が可能になることを期待する。森林生態系のCO2フラ

ックス研究は、森林に関わる温暖化防止政策の基盤となるデータを提供するものであり、その成果

は国際的に認知される必要がある。本課題では、多くの研究成果を国際学術誌に公表されており、

貢献している。さらに、フラックス観測の国際ネットワークに参画することによって、日本におけ

るCO2研究の国際的認知度を高めることが、森林の吸収源評価に関する国際交渉へのさらなる貢献と

して期待される。本課題の実行によって国際的レベルに達したわが国のフラックス研究が、停滞す

ることなくさらに発展するためにも研究の継続を強く期待する。 

 

６．評価において指摘された事項への対応 
①各サイトにおける観測精度を一層高めるとともに、サイト間のより詳細な相互比較を可能にする

ように観測研究を進める。 
②アジアフラックスをはじめとするフラックス観測の国際ネットワークに参画し、日本におけるCO

2研究の国際的認知度を高めるように努める。 

 

 

 



様式８                                                         （主査用） 
 

主要研究成果 
 
プロジェクト名：CO2フラックス観測の深化とモデル化による森林生態系炭素収支量の高度評価 
主査氏名（所属）：沢田治雄（研究管理官） 

 
１．テーマ名：生態系－大気間ＣＯ２交換量の観測手法の確立 

テーマ名は、担当課題名を使う必要はない。個々の成果を端的に表したものを使用する。 
関係研究室（研究所）：気象研究室ほか 
内容： 国内５カ所のタワーフラックス観測サイトにおいて森林群落の正味CO2交換量を継続観測し、

摩擦速度しきい値、CO2フラックスの高周波補正などの観測精度向上に関する手法を確立した。 

 

２．テーマ名：群落構成要素の放出・吸収炭素フラックスのパラメタリゼーション 
関係研究室（研究所）：群落生態研究室ほか 
内容：炭素循環パラメータとして重要な最大カルボキシレーション速度（Vcmax）と電子伝達速度（J

max）の季節変化をブナ林の陽葉と陰葉別に明らかにするとともに、幹呼吸速度に及ぼす温度および

蒸散流速の影響を定量評価した。 

 
３．テーマ名：土壌生態系での放出炭素フラックスの観測とパラメタリゼーション 

関係研究室（研究所）：土壌資源評価研究室ほか 
内容：土壌呼吸速度は主に地温で決まり、夏に最大値を示す一山形の季節変化を示し、土壌水分低

下による土壌呼吸速度の低下も認められた。夏季の最大フラックスは東北、九州で 0.6 mgCO2 m-2 

s-1程度であり、九州の冬季は0.01 mgCO2 m-2 s-1程度であった。 

 
４．テーマ名：パラメタリゼーションの検証と群落純生産量予測モデルの開発 

関係研究室（研究所）：気象研究室ほか 
内容：国内の全気候帯に適用できるモデルを開発した。富士吉田サイトにおける、各部位別のフラ

ックス測定結果とタワーフラックスとの整合性を確認するとともに、モデルの改良点を抽出した。

モデルを用いた敏感度解析の結果、森林のNEPを高精度で評価するためには、土壌呼吸を精度よく

評価することが最も重要であり、次いで個葉の光合成特性の評価が重要であることを明らかにした。 
 

５．テーマ名：多様な森林における生態系炭素収支の評価 
関係研究室（研究所）：気象研究室、群落生態研究室、土壌資源評価研究室、ほか 
内容：タワー観測サイトにおける各種の観測データをデータベース化して、森林タイプや気候が国

内森林の純生産量の変動に及ぼす影響を解析し、国内森林の純生産量年々変動に与える影響は、呼

吸量より吸収量の変動の寄与が大きいことを明らかにした。 

 

 



様式９                                           （主査用） 
 

主要問題点総括表 

（今後の対応策の総括） 
 
プロジェクト名：CO2フラックス観測の深化とモデル化による森林生態系炭素収支量の高度評価 
主査氏名（所属）：沢田治雄（研究管理官） 
 

１．成果の取り扱い 
 「フラックス観測の国際ネットワークに参画することによって、日本におけるCO2研究の国際的認知度

を高めることが、森林の吸収源評価に関する国際交渉へのさらなる貢献として期待される。本課題の実

行によって国際的レベルに達したわが国のフラックス研究が、停滞することなくさらに発展するために

も研究の継続を強く期待する。」との評価を受けた。次期中期計画においても継続的にラックス観測の

国際ネットワークに参画するとともに、精度の高い観測に努め、パラメタリゼーションの高度化を進め

るプロジェクトとして研究を継続する。 

 
２．問題点 
 
 研究成果は細部においてもいずれも想定通り、あるいは目標を上回っており特に問題点はない。 

  

 


